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コロナウィルスが世界を駆け巡 
り悪さを続けています。 

世界は既に自国だけが良ければ 
という島国根性ではおさまらな 
い！人の行き来は頻繁で空と海で 
繋がっている１つの地域だとも考 
えられます。 

世界で起こっている環境破壊、 
紛争、虐待、飢餓等は人間が作り

出したのものです。 
例えば、オーストラリアは毎年の森林火災が

発生しておりますが、2019 年は降水量の減少、 
乾燥と記録的な温度の上昇によりニューサンス
ウェールズを中心に被害が拡大しました。 

これらも自然環境破壊が生んだ悲しいい出来
事だと感じます。 

目黒 1 団はオーストラリアの森林火災に少し
でも寄り添うべき、地区に声を掛け Rebuilding 
together（一緒に再建）パッチを購入する支援
を現在ローバー隊を中心に始めております。 

日本連盟からもアナウスがあり、そのバッチ
は記念バッチ同様に制服の右胸に着用できま
す。 

改めて皆様には支援のお願いをさせていただ
きます。その際はご協力よろしくお願いします。 
 
では、最後に、 
皆さんは手洗いをしっかりしウィルスに負けな
い習慣を身につけて下さい。 

新型コロナウイルスによる感染症の拡大防止に向けて、

目黒１団としては当面３月中の活動を中止とすることに致

しました。この決定に至るまでの経緯は以下のとおりです。 

 

１ 国・ボーイスカウト日本連盟等各方面の活動自粛の状

況を踏まえ、２月１９日、団委員より団委員・父母会長・

指導者等に今後の対応を緊急調査をおこないました。 

 

２ この結果、２１日付けで（不特定多数が集まる場所は

避ける、手洗いをまめにする、参加不参加は家庭の判断と

して、欠席される場合は欠席としてカウントしない。今後

の動向には注意して状況によりレベルを上げることもある

とする）との方針を決定いたしました。 

 

３ その後、国からの休校要請等も踏まえ、２８日より３

月中の活動を中止することといたしました。 

 

なお、4 月以降の活動に関しては経過を見ながら、ボーイ

スカウト連盟からの指導も含めて改めて検討します。 

 

また、当団スカウトが富士章を取得いたしましたが、こ

れに伴う（富士スカウト顕彰のつどい）は残念ながら中止 

となりました。また代表の表敬訪問（東邸、官邸・文科省

ともに）は実施が延期となっています。 

 

2 月 8 日（土）〜9 日（日）、ボーイ隊は恒例のオーバーナイトハイキングを実施しました。 

今回のハイクは祐天寺をスタートして南砂町をゴール地点としたものになりました。参加 

者はスカウト５名、指導者５名でした。 

スタート地点から第一チェックポイントまでの間で道を間違えて大きなタイムロスが発生するハプニングもあり

ました。そのため当初のルートから変更する部分もありましたが、スカウト全員がゴールまで歩き切ることができま

した。 

 スタート時は気温が想定より高く歩きやすかったですが、深夜帯とくに川の近くを歩いているときはかなり寒く、

体力気力ともに奪われるようでした。その中で食べたスープはとても美味しく感じました。寒い中無事に歩ききるこ

とができよかったです。 

今回のルートは・・・ 

スタート・祐天寺―（7.8）－CP1 汐留駅――CP2 新豊洲駅―（4.9）―CP3 夢の島公園―（4.2）―CP4 葛西臨海公園

―（4.7）―ゴール・南砂町駅   総距離約 26 キロメートル 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 月 15 日夜から 16 日早朝にかけて、カブ隊冬の一大行事オーバーナイトハイクを行い、 

夜の東京都内を巡る約 16km のコースの完歩に挑みました。今回のコースは、今年開催の東 

京五輪にちなみ、完成したての新国立競技場などの都心近辺に位置する競技会場を制覇で

きるようにしました。 

スタート直後は快調にコースを進んでいきましたが、徐々にスカウトごとにペースに差が出てくるなど、先行

き不安なスカウトもちらほら。元気なスカウトは終始楽しそうな様子を見せながらゴールまで到達、一方でチェ

ックポイントや歩く途中で本格的に寝だしてしまうスカウトも…(笑)今回デンコーチとして参加していただいた

ボーイ隊の頼もしい先輩スカウトが(文字通り)引っ張っていきながら、みんなで祐天寺に戻って来ることができ

ました。 

【コース】 スタート：東京国際フォーラム(ウェイトリフティングの会場)→ 1cp：北の丸公園(付近に柔道、

空手の会場の日本武道館)→ 2cp：みなみもと町公園→ 途中、新国立競技場(開閉会式、陸上競技、サッカー)、 

東京体育館(卓球)を通過 

3cp：代々木公園(付近にハンドボール会場の代々木競技場)→ 4cp：代官山公園→ ゴール：祐天寺祐育館 

 

2 月 2 日、パインウッドダービーの地区大会が行われました。

今年も山手地区とお隣のつばさ地区と合同で開催され、大勢の

カブスカウトが集結しました。 

まずは 12 月の隊集会で悪戦苦闘しながら作成したレースカー

をエントリーさせるべく車検に臨みます。車検は厳密に計測が

されるため、不合格になってしまうとすぐに修繕をして再チャ

レンジです。幸い目黒 1 団のスカウトは比較的スムーズに通過

できました。 

無事全員のエントリーが完了すると、開会式が行われ、その

後はいよいよレース開始です。自分の車だけでなく、自団の仲

間の車が登場するとみんなで応援し、結果に一喜一憂の繰り返

しでした。特に初参加のスカウトにとっては新鮮で面白い光景

だったのではないかと思います。レース終了後はドキドキの成

績発表です。今回は、うさぎ部門で江口スカウトが地区 2 位に

入賞、両地区のカブスカウト全体でも 3 位という好成績を記録

し、見事東京大会への進出を決めました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月９日、目黒７団と一緒に明治神宮外苑でスケート集会を行いました。始まる前はカブスカウト一同、楽し

みで目が輝き、今か今かと待ち望んでいました。しかし、スケートリンクに入る瞬間・・その笑顔は一瞬でこわ

ばってしまいました。不安定で滑るスケートリンクは普段体感することのないもので、スカウトは戸惑いを隠せ

ませんでした。 

しかし、リーダーや指導者、保護者の皆様の応援やアドバイスを経て、ぐんぐんと成長していきました。新し

いことを体験して新しい発見を得る半日の集会でしたが、スカウトの成長を垣間見ることができた日となりまし

た。スカウトが楽しく、新たな学びを得られる集会を提供できるように頑張りたいと思えた日にもなりました。 

ビーバー隊からもスカウト１名とお母さんが一緒に参加しました。始めは氷になれるまで少し時間が掛かりま

したが、すぐに転ばずにスイスイと上手に何周もリンクを滑っていました。とても楽しかったようで来年もまた

来たいと好評のスケート訓練でした。 

  2 月 16 日の東京大会には江口スカウトが参加しまし

た。東京大会は地区ごとに午前の部・午後の部に分かれての

開催となり、山手地区は午前の部の参加でした。その中で、

見事うさぎ部門の午前の部で 4 位、午前と午後を合わせた全

体でも 6 位という好成績を残しました！ 

2 月 22 日～24 日、7 団と合同で戸狩温泉スキー場にてスキー訓練を行いました。参加者は両団合わせてスカウ

ト 10 名、リーダー６名、保護者１名、当団からも BS,CS、リーダーが参加しました。 

初日朝早く(6 時)に出発したにも関わらず、渋滞により昼前にスキー場着となり、早くも体力を消耗しているな

かで、スカウトは楽しめるのかと心配になりましたが、スカウト本人たちは見慣れぬ雪や、普段できないスキー

に興味津々で、最終日まで元気一杯に滑っていました。 

初日は雪が少なく雨の中のスキーとなり苦労しましたが、各々が楽しくケガなく滑れました。 

２日目は雪で視界が悪い状態でしたが、新雪を楽しんで滑ることができました。午後も吹雪に悩まされること

がありましたが、終わる頃には晴れ、風景を楽しみながら滑れました。 

３日目は朝から晴れ、ワクワク気分でスタート出来ました。最後は気温もあがり、雪も緩んでしまいましたが、

楽しくスキーを堪能することができました！ 

はじめてのスキーとなるスカウトもおり、スキーを楽しめるか心配な部分もありましたが、最終日には楽しく

滑る姿をみることが出来ました。 

また人数も少ないため、全学年混成班となったことが刺激となり、宿舎内も語ったり遊んだり、楽しく過ごし

ておりました。雪不足など様々な課題があるなかでの実施となりましたが、全員が怪我等なく、楽しく滑ること

ができ、大変よかったと思います。 
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訃 報 

 

当団第４代団委員長（1994～96） 

加藤  勝  様は２月２５日８９歳にて永眠

されました。 

 

ご冥福をお祈り 

すると共に、謹ん 

でお知らせ申し上 

げます。 


